


















①図書等資料を収集する ②手紙・報告書のコピーを取る（学生アルバイト）  
③借出しスキャナーに読み込む（学生アルバイト）  ④翻訳ソフトによる下訳 
⑤翻訳をする  ⑥資料を年代順に並べる  ⑦今まで入手してあった事実と比較する  
 ⑧重要な部分の翻訳が正しいか専門家からチェックを受ける（翻訳料）  
 ⑨ハニ姉妹が果たした役割について、分析・考察を深める  ⑩論文の作成 
【結果】 
 １）文献資料：申請当初 10 冊購入予定だったが、品切・廃版等で 4 冊のみを購入。 
２）資料コピーおよび整理：学生バイトによって、コピー、資料のファイリング、ス
キャナーの読み込みによる PDF 化を行った。ドイツ本部で収集した文書は、1953 年 9
月 23 日から 1973 年 9 月 15 日までの、76 回分 338 枚のタイピングの手紙・文書や資料
であった。これらの内訳は、ディアコニッセ・ハニが他の 4 人等とともに、ドイツから
日本に向かう船上からの手紙にはじまり、1966 年 3 月に帰国するまでドイツ本部に送
られていた 282 枚の手紙、および日本語の「聖隷准看護婦養成所所則」「十字の園老人








ピー代は個人研究費から転用し 0％、全体の執行率は 29.4％であった。  
５）今後の課題：さらに翻訳作業を続け、ハニ姉妹の言動や思いを分析し、役割と思
想について明らかにし、同時に「浜松母の家」のさらに詳しい研究を進める必要がある。 
 
